
九州南部支部からの便り

令和 6 年 7 月 20 日（土）、第 25 回九州南部支部総会

が宮崎市のホテルメリージュにて開催された。前回の宮崎

県での開催は、令和元年 7 月 6 日となっており、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、1 回の中止があって、5

年ぶりの開催となった。5 年の間に、宮崎駅に商業施設ア

ミュプラザ宮崎が開業するなど、駅前の様子が随分変わっ

たことに驚かれた県外出席者も多かったと思う。当日の総

会出席者は 12 名であった。

開会にあたり、支部長である林田素行氏（昭和 44 年卒）

が挨拶を行い、続いて、支部総会に関する事項、役員体制、

令和 5 年度の収支の状況の報告が行われた。次に、京都

大学大学院経済学研究科・経済学部教授であり同窓会の

常務理事の田中彰教授から、「京都大学経済学部の現況お

よび同窓会本部報告」をいただいた。

出席者が楽しみにしている講和については、田中彰教授

より「六大企業集団の無機能化―踊り場のビジネスグルー

プ―」を演題に講和を頂いた。三菱、住友、三井、芙蓉、

三和、一勧の６大企業集団が、グローバル化の進展、金

融機関の再編等により、変遷していったことなど、出席者

も皆、熱心に聞き入り、講和終了後には多くの質疑応答が

なされた。講和終了後は懇親会となった。懇親会は、岡野

徹氏（昭和 38 年卒）の乾杯により開宴。歓談の時間には、

近況や学生時代の思い出話に花が咲き、時折笑い声が響

き渡る場面もあった。久しぶりに顔を合わせた出席者たち

は、過ぎ去った時間を超えて瞬く間に再び絆を深め合って

いた。また、来賓者として、元宮崎市長の津村重光氏（京

都大法学卒）にご出席いただいており、貴重なお話を伺う

ことができた。

終了間際には、全員で「琵琶湖周航の歌」を合唱し、次

年度の再開を誓い合いながら盛会のうちに幕を閉じた。「ま

た次回の再会を楽しみにしています」との言葉を交わしな

がら、参加者はそれぞれの道へと戻っていった。
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